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本
川　

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

幕
末
期
福
井
藩
の
研
究
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
七
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
地
元
福
井
市
に
在
住
し
て
い
た
故
・
三
上
一
夫
氏
が
こ
の
頃
か
ら
精

力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
っ
た（

１
）。

氏
は
、
福
井
藩
松
平
春
嶽
（
藩
主
時
代
は
慶

永
）
が
公
武
合
体
論
を
主
導
し
、
維
新
変
革
に
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
安
政

期
（
一
八
五
四
～
五
九
）
に
財
政
を
始
め
と
す
る
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
、「
雄

藩
」
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
と
り
わ
け
横
井
小
楠
の

指
導
を
得
た
由
利
公
正
（
初
め
三
岡
石
五
郎
、
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
八
郎
、

明
治
元
年〈
一
八
六
八
〉公
正
と
改
名
。
同
三
年
由
利
姓
を
名
乗
る
）に
よ
る「『
民

富
論
』
的
富
国
策
」
の
実
行
が
多
大
の
経
済
的
成
果
を
挙
げ
、
そ
の
後
の
藩
と

春
嶽
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
高
木
不
二
氏
も
独
自
に
研
究
を
開
始
し
た
。
氏
は
三

上
氏
の
藩
政
研
究
は
短
絡
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
時
期
を
追
っ
て
具
体
的
に
検

討
を
進
め
た（

２
）。

維
新
変
革
を
幕
府
と
藩
の
分
裂
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
観

点
か
ら
財
政
を
含
め
た
幕
末
福
井
藩
の
展
開
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
論
じ
た
と
こ

ろ
に
特
長
が
あ
る
。
安
政
期
の
藩
政
改
革
を
重
視
す
る
の
は
三
上
氏
と
同
じ
だ

が
、
同
五
年
の
松
平
慶
永
の
隠
居
謹
慎
を
期
に
制
産
方
が
組
織
さ
れ
、
横
井
小

楠
の
指
導
で
殖
産
興
業
策
を
進
め
、外
国
交
易
の
利
益
も
得
て
一
藩
「
自
立
化
」

の
歩
み
を
強
め
た
と
し
た
。
文
久
三
年
に
小
楠
路
線
が
停
止
さ
れ
る
が
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
薩
摩
藩
と
の
間
で
莫
大
な
資
金
裏
付
け
を
も
つ
交
易

協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
て
「
諸
藩
割
拠
」
の
道
を
進
ん
だ
と
し
、

だ
が
そ
れ
も
中
断
さ
れ
、
結
局
、
福
井
藩
は
「
藩
財
政
の
窮
乏
を
救
」
え
な
い

ま
ま
維
新
を
迎
え
た
と
す
る
。

　

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
を
踏
ま
え
、
幕
末
期
福
井
藩
の
財
政
を
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
対
象
時
期
は
幕
末
動
乱
期
の
安
政
～
慶
応

期
に
し
ぼ
り
、
藩
政
の
動
向
、
と
り
わ
け
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
藩
政
改
革
と

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

本　

川　

幹　

男
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六
十
一
巻
二
号

殖
産
興
業
策
、
及
び
交
易
と
の
関
係
に
注
意
を
払
い
つ
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
主
に
利
用
す
る
松
平
文
庫
の
財
政
資
料
に
つ
い
て
お
断
わ
り

し
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
整
理
・
目
録
化
さ
れ
て
お
り（

３
）、

ほ
と
ん
ど
は
「
財
政
」

の
部
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
利
用
に
は
大
変
便
利
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
史

料
は
少
な
く
、
多
く
は
明
治
期
に
松
平
家
が
家
史
の
た
め
に
筆
写
し
、
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
誤
記
や
理
解
困
難
な
も
の
も
含
ま
れ
、
数

字
計
算
が
合
わ
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
今
一
つ
は
貨
幣
で
あ
る
金
・
銀
・

銭
等
の
扱
い
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
便
宜
上
、
銀
（
匁
）
は
そ
の
時
々
の

両
替
率
を
推
定
し
明
示
し
て
金
（
両
）
に
換
算
し
、両
以
下
は
四
捨
五
入
し
た
。

白
銀
や
銭
は
い
ず
れ
も
高
額
で
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
一
応
す
べ
て
切
り

捨
て
た
。
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

一　

嘉
永
・
安
政
期
の
藩
政
改
革
と
財
政

（
一
）
嘉
永
期
の
改
革
と
財
政

　

福
井
藩
財
政
は
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
三
）
に
入
り
多
額
の
借
財
と
藩
札

の
乱
発
に
よ
り
、
経
済
が
混
乱
し
極
度
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。
関
係
者
の

努
力
で
弘
化
期
に
は
表
面
上
は
少
し
落
ち
着
く
が
、
逼
迫
す
る
財
政
の
綱
渡
り

は
嘉
永
期
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
対
外
危
機
に
よ
る
軍
備
強

化
が
叫
ば
れ
た
。
そ
の
た
め
藩
は
新
た
な
改
革
に
動
き
出
し
た
。

　

ま
ず
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
十
五
日
に
「
勘
農
方
」
を
設
置
し
て
農

村
復
興
と
年
貢
増
収
に
乗
り
出
す
と
共
に
、
二
十
日
に
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て

以
来
継
続
し
て
き
た
産
物
趣
法
を
廃
止
し
た
。
理
由
は
産
物
趣
法
が
「
格
別
御

国
益
ニ
相
成
候
」
ほ
ど
で
も
な
い
か
ら
だ
と
い
う（

４
）。

翌
嘉
永
三
年
に
は
新
た
な

人
事
を
発
表
し
た
。
七
月
二
十
八
日
、
勝
木
十
蔵
を
郡
奉
行
に
、
九
月
十
五
日

に
は
長
谷
部
甚
平
を
財
政
を
統
括
す
る
「
御
奉
行
」
に
任
じ
た
こ
と
で
あ
る（

５
）。

勝
木
は
知
行
高
百
石
、
長
谷
部
は
同
二
百
石
と
、
共
に
中
級
武
士
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、勝
木
は
「
不
学
な
り
と
い
へ
と
も
智
術
才
幹
」、長
谷
部
は
「
学
識
あ
っ

て
剛
明
果
決
」
と
評
さ
れ
、
慶
永
が
「
牧
民
勧
農
」
の
立
場
に
立
っ
て
登
用
し

た
と
い
う（

６
）。

な
お
、
勝
木
も
同
六
年
二
月
二
十
四
日
に
は
「
御
奉
行
」
に
登
用

さ
れ
、
二
人
は
安
政
改
革
期
以
降
、
財
政
を
主
導
し
、
民
政
に
も
主
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
任
じ
ら
れ
た
両
者
が
一
気
に
才
幹
を
発
揮
し
財
政
が
立
ち
直
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
危
機
は
続
き
、
嘉
永
五
年
の
段
階
で
は
「
御
借
財
・
御
札

所
」
は
見
通
し
が
立
た
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
六
年
は
一
万
六
六
三
一
両
不
足
と

見
込
ま
れ
た（

７
）。

中
老
で
勝
手
改
革
の
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
っ
た
天
方
孫
八
は
、
そ

の
理
由
を
藩
主
慶
永
が
「
浮
調
子
」
だ
か
ら
だ
と
批
判
し
た
。「
元
来
君
上
ニ

ハ
御
気
象
御
活
気
被
為
入
、
御
平
穏
御
落
付
之
儀
者
御
好
不
被
遊
御
生
質
」
と

述
べ
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
家
中
半
禄
・
町
在
課
役
」
し
か
道
は
な
く
、
そ
う
な

れ
ば
ど
の
よ
う
な
「
惑
乱
」
が
起
こ
る
か
知
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
る（

８
）。

折
し

も
嘉
永
六
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
に
来
航
し
、
武
備
増
強
が

最
大
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
同
年
十
月
、
今
後
一
〇
年
間
、
非
常

の
倹
約
体
制
を
宣
言
す
る
。
だ
が
、
藩
財
政
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
目
前
に
は
札

所
経
営
、
藩
札
問
題
が
幕
府
の
批
判
を
受
け
切
迫
し
て
い
た
。

　

安
政
期
（
一
八
五
四
～
五
九
）
の
財
政
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
展
開

さ
れ
る
。
ま
ず
安
政
元
年
の
藩
収
支
見
積
り
を
ま
と
め
た
表
１
で
確
認
し
て
お
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末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

こ
う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
家
臣
団
へ
の
知
行
や
扶
持
手
当
な
ど
を
除
い
た
藩
の

年
間
収
支
見
込
で
あ
る
。
収
入
は
総
計
六
万
五
四
七
六
両
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
年
貢
等
の
直
接
収
入
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
余
に
過
ぎ
ず
、
残
り
三
一
パ
ー
セ

ン
ト
は
江
戸
猿
屋
町
会
所
の
貸
付
金
や
三
国
及
び
加
賀
豪
商（

９
）か

ら
の
調
達
な
ど

で
あ
っ
た
。
し
か
も
支
出
は
八
万
七
九
四
六
両
で
、
差
引
二
万
二
四
七
一
両
不

足
す
る
。
そ
れ
に
別
途
借
財
分
を
含
め
る
と
三
万
二
千
両
余
に
も
及
ぶ
。
支
出

の
中
心
と
な
る
の
は
三
万
七
千
両
余
と
従
来
よ
り
飛
躍
的
に
増
加
し
た
江
戸
入

用
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
だ
が
、
収
入
・
支
出
共
に
三
国
湊
の
内
田
家
と
三
国
家
に
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
先
の
弘
化
期
、
藩
は
財
政
問
題

を
両
家
に
大
き
く
依
存
し
て
打
開
し
た
の
だ
が
、
そ
の
関
係
は
嘉
永
期
に
も
継

続
さ
れ
、
も
は
や
藩
財
政
は
両
家
抜
き
に
は
成
り
立
た
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
頃
に
は
三
国
家
の
経
営
が
悪
化
し（

（（
（

、
そ
の
た
め
藩
は
共
に
札

所
元
締
頭
取
で
あ
っ
た
内
田
家
と
の
関
係
を
強
め
て
同
家
へ
の
江
戸
為
替
運
送

分
を
増
や
し
、
安
政
元
年
七
月
に
は
内
田
家
に
全
面
的
に
委
任
す
る
。
翌
二
年

七
月
、「
御
奉
行
」
長
谷
部
は
同
家
の
安
定
に
配
慮
を
約
束
し
、
同
年
十
月
に

は
藩
の
「
御
趣
意
方
御
内
用
達
役
」
を
命
じ
、
藩
財
政
の
確
保
と
運
営
を
図
っ

て
い
る（

（（
（

。

（
二
）
安
政
期
の
藩
政
改
革
と
財
政

　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）、
江
戸
に
遊
学
中
の
橋
本
左
内
は
呼
び
戻
さ
れ
て
同

年
六
月
十
四
日
に
福
井
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
九
月
に
は
明
道
館
幹
事
兼
側
役

支
配
を
命
じ
ら
れ
、明
道
館
教
育
の
み
な
ら
ず
藩
政
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

本
格
化
し
た
の
は
翌
年
正
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
十
五
日
に
「
明
道
館
学
館
同

様
心
得
」
と
な
っ
て
以
降
、
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
軍
制
か
ら
財
政
・
民
政
に
至

る
全
面
的
な
藩
政
改
革
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

軍
制
で
は
、
正
月
十
八
日
に
佐
々
木
権
六
と
三
岡
石
五
郎
が
武
器
製
造
を
担

当
す
る
製
造
方
頭
取
に
任
命
さ
れ
、洋
式
武
器
生
産
が
本
格
化
す
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
民
政
と
財
政
の
職
制
改
革
で
あ
る
。
正
月
二
十
五
日
、

そ
れ
ま
で
領
内
を
一
四
代
官
領
に
分
け
、
各
領
一
人
ず
つ
代
官
を
任
じ
て
き
た

の
を
、
二
領
ず
つ
ま
と
め
二
代
官
共
同
し
て
支
配
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
四
月

収支 項目 金額（両）

収入

正月現在有金
年貢・小物成収納関係
口銭・諸運上・金方上納等
諸方調達、札所廻し金、他

5,841 
33,846 
5,208 

20,581 
（小計） 65,476 

支出

江戸入用
御国常用
江戸・御国不時入用積り
桜門・大橋門・制札所普請
札所より立用、郡方趣法銀立用等
巡見使備え
三国内田・同三国家関係
加賀木谷家へ路用返済元利
別に八歩借米代借財方へ振分け

37,492 
10,267 
3,000 
1,359 
5,078 
1,179 

18,567 
3,189 
7,851 

（小計） 87,946 
本払差引（不足） 22,471 
他に借財方へ助成予定 9,854 
都合（不足） 32,324 

表 1　安政元年福井藩本立入用凡積

（注 1）	 �安政元年「寅年御本立凡積」（『福井市史』資料編 5近世三）より作成。
小数点以下は四捨五入した。

（注 2）	支出欄の（小計）は計算では 35 両、都合欄も 1両不足する。
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十
五
日
に
は
川
北
領
（
金
津
領
）
を
廃
止
す
る
と
共
に
、
そ
こ
を
含
め
、
今
後

は
上
領
・
中
領
・
下
領
を
管
轄
す
る
三
人
の
郡
奉
行
が
「
打
込
」、
す
な
わ
ち

協
力
し
て
支
配
す
る
こ
と
に
改
め
た
。
し
か
も
こ
の
と
き
、「
御
奉
行
」
勝
木

十
蔵
が
郡
奉
行
兼
勤
と
な
り
、
彼
は
同
年
十
一
月
二
十
日
に
は
預
所
郡
奉
行
も

兼
ね
る
。
こ
の
日
は
預
所
郡
奉
行
武
田
平
右
衛
門
が
藩
郡
奉
行
兼
勤
と
な
り
、

ま
た
、
預
所
元
締
高
村
作
右
衛
門
も
「
御
奉
行
」
兼
勤
と
な
っ
た
。
藩
は
藩
領

と
預
領
の
区
別
な
く
民
政
を
進
め
、
財
政
と
民
政
を
統
一
的
に
支
配
す
る
新
た

な
体
制
を
め
ざ
し
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

改
革
は
札
所
に
も
及
ん
だ
。
同
年
九
月
五
日
、
札
所
目
付
林
作
助
が
転
役
と

な
り
、
当
役
職
は
「
当
分
闕
役
」
と
な
る
。
札
所
は
存
続
す
る
も
の
の
、
財
政

が
安
易
に
札
所
に
依
存
し
、
イ
ン
フ
レ
を
招
き
借
金
が
増
大
し
た
従
来
の
政
策

を
根
本
的
に
改
め
る
べ
く
、
札
所
体
制
を
縮
小
・
固
定
し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。

実
は
早
く
三
月
五
日
に
は
三
国
内
田
氏
な
ど
町
在
の
豪
商
か
ら
な
る
札
所
元
締

全
員
を
解
任
し
、
か
れ
ら
へ
の
手
当
・
三
人
扶
持
も
す
べ
て
停
止
し
た（

（（
（

。
併
せ

て
札
所
元
締
雇
い
の
町
手
代
一
二
名
も
六
人
と
半
数
に
し
た（

（（
（

。
四
月
十
七
日
に

は
試
み
に
札
所
で
の
両
替
を
金
一
両
一
三
〇
匁
と
す
る
よ
う
通
達
し
、
安
定
し

た
財
政
運
営
に
も
乗
り
出
す
。
更
に
五
月
、
弘
化
元
年
以
来
実
施
し
て
き
た
財

政
の
常
用
と
借
財
方
の
振
り
分
け
を
や
め
、
借
財
方
役
所
も
停
止
し
、
借
財
は

勝
手
役
「
御
積
方
」
が
扱
う
と
し
た（

（（
（

。
従
来
の
札
所
依
存
財
政
か
ら
脱
却
し
、

な
お
残
る
多
額
の
借
財
は
「
御
積
方
」
の
直
接
管
理
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

安
政
四
年
の
藩
政
改
革
は
財
政
面
で
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ

の
こ
と
は
、
安
政
五
年
正
月
三
日
付
で
「
御
奉
行
」
長
谷
部
甚
平
が
江
戸
の
橋

本
左
内
に
宛
て
た
書
状
で
、
一
年
間
の
会
計
は
不
思
議
と
都
合
よ
く
、「
又
々

相
応
之
貯
」
が
で
き
た
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る（

（（
（

。

　

だ
が
、そ
れ
は
楽
観
視
し
過
ぎ
の
観
も
あ
っ
た
。
同
年
「
御
本
帳
高
調
」（
表

２
）
に
よ
る
と
、
年
貢
収
納
等
に
よ
る
藩
の
収
入
は
、
家
臣
団
へ
の
知
行
や
扶

持
米
分
等
を
除
き
金
五
万
四
四
三
二
両
、対
す
る
支
出
は
国
元
と
江
戸
分
常
用
、

及
び
不
時
入
用
備
分
の
計
六
万
七
一
二
五
両
か
ら
な
り
、
差
引
一
万
二
六
九
三

両
の
赤
字
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
紹
介
し
た
資
料
だ
け
を
根
拠
に
財
政
赤
字
を
云
々
す
る
の
は
速

断
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
安
政
五
年
は
い
わ
ゆ
る
将
軍
継
嗣
問
題
が
一
橋

派
の
敗
北
と
な
り
、
藩
主
慶
永
が
隠
居
謹
慎
処
分
を
う
け
新
藩
主
に
替
わ
っ

た
年
で
あ
る
。
そ
の
関
連
経
費
や
将
軍
交
替
に
関
わ
る
臨
時
出
費
は
七
月
以

降
膨
大
な
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
も
こ
れ
ら
の
入
用
は
、
合
計

四
万
三
千
両
で
あ
り
、
前
述
し
た
表
２
に
見
え
る
江
戸
入
用
・
同
不
時
入
用
と

を
比
較
す
る
と
実
は
一
万
一
千
両
も
少
な
か
っ
た
。

収支 項目 金（両）

収入
年貢収納
表高上り物

（小計）

52,538 
1,894 

54,432 

支出

国入用
江戸入用
江戸不時入用備

（小計）

12,505 
26,973 
27,647 
67,125 

差引 －12,693 
＜借財関係＞

収入
借用代
貯方上り物

（小計）

11,625 
8,584 

20,209 

支出
新借財元利元
古借財

（小計）

5,900 
12,987 
18,887 

差引 1,322 

表 2　安政５年物成本帳高調

（注）	「福井藩御量制ニ関スル諸書附」
	 　（松平文庫、851 号）より作成。
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と
こ
ろ
で
、
先
の
表
２
に
は
常
用
分
を
記
し
た
後
に
、
別
に
借
財
分
の
処

理
の
仕
方
を
こ
れ
も
収
入
と
支
出
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
収
入
分
で
は

「
借
米
代
」
と
「
貯
方
上
り
物
」
の
計
二
万
〇
二
〇
九
両
を
挙
げ
、
支
払
分
は

「
新
借
財
元
利
高
」、「
古
借
財
」
の
計
一
万
八
八
八
七
両
余
と
あ
る
。
累
積
借

財
と
は
別
に
新
借
用
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
も
両
者
の
差
引
は

一
三
二
二
両
残
る
こ
と
に
な
る
。
内
外
に
累
積
の
借
財
は
以
前
か
ら
別
途
扱
い

と
な
り
、
前
年
に
は
勝
手
役
「
御
積
方
」
が
専
任
と
な
っ
た
が
、
一
応
納
得
で

き
る
形
で
処
理
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
こ
と
は
二
年
後
の
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）「
諸
方
借
財
仕
訳
覚
」（
表

３
）
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
同
年
の
各
地
借
財
は
計

六
九
万
六
二
五
四
両
と
あ
る
。
過
去
も
っ
と
も
多
か
っ
た
借
財
は
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
の
九
五
万
両
で
あ
っ
た
か
ら（

（（
（

、
安
政
期
を
経
て
万
延
元
年
ま
で
の

返
済
は
あ
る
程
度
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
も
借
財
先
は
か
な
り
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
弘
化
元
年
と
万
延

元
年
の
各
借
財
先
を
比
較
し
て
見
る
と
、
福
井
藩
領
内
で
の
借
用
額
だ
け
は

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
弘
化
元
年
に
は
「
御
国
町
在
」
が
二
七
万
両
余
と
、

借
財
全
体
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
余
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
万
延
元
年
に
は

九
万
一
二
二
八
両
、
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
る
。
領
内
へ
の
借
用
を
大
幅
に

減
ら
し
、
領
民
を
納
得
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

　

今
一
つ
は
、万
延
元
年
段
階
で
の
借
用
金
六
九
万
両
の
処
理
の
仕
方
で
あ
る
。

表
に
よ
る
と
全
体
を
現
在「
願
中
」と「
指
引
」、及
び「
断
延
」の
三
つ
に
分
け
、

そ
の
半
分
以
上
を
「
断
延
」
と
し
て
い
る
。「
御
国
町
在
」
分
九
万
両
の
大
部

分
は
こ
の
「
断
延
」
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
藩
の
借
財
整
理
は

か
な
り
自
信
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
　
　

二　

万
延
・
文
久
期
、
殖
産
興
業
策
の
展
開

（
一
）
産
物
会
所
の
設
立

　

周
知
の
よ
う
に
福
井
藩
殖
産
興
業
策
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
十
日
、

熊
本
か
ら
招
聘
さ
れ
た
横
井
小
楠
の
福
井
着
任
に
よ
り
大
き
く
展
開
さ
れ
る
。

そ
れ
に
は
小
楠
来
福
の
少
し
前
、
福
井
藩
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
意
義
が
藩
政

の
担
当
者
た
ち
に
あ
る
程
度
理
解
さ
れ
、
そ
の
方
向
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
安
政
四
年
、
藩
政
改
革
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た

橋
本
左
内
の
存
在
で
あ
る
。
左
内
は
同
年
八
月
、
藩
主
松
平
慶
永
に
呼
ば
れ
て

借財先 金（両）
御金蔵御拝借
馬喰町并銅座御拝借御願中
江戸一ツ橋様御借入同指引方分
大坂御同所様御借入右同断
田安様御借入右同断
紀州様名目金
江戸町人
京・大坂并他国
加州粟ケ崎木谷・嶋崎両家
御国町在

67,500 
61,157 
2,150 
3,000 

10,300 
4,240 

113,057 
230,206 
113,416 
91,228 

（計） 696,254 

借財仕訳
当時御願中
当時御指引
当時御断延分

125,657 
183,040 
387,557 

表 3　万延元年「諸方借財仕分覚」

（注）	 �「福井藩御量制ニ関スル諸書附」（松平文庫、851 号）
より作成。
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六
十
一
巻
二
号

江
戸
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
後
、「
制
産
」
に
関
す
る
建
議
草
稿

を
書
き
、
殖
産
興
業
の
必
要
を
確
信
し
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
主
張
は
江
戸
に
赴
く
や

積
極
的
開
国
交
易
論
と
一
体
と
な
り
、
福
井
の
藩
政
改
革
指
導
者
た
ち
に
も
伝

え
ら
れ
て
感
銘
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
年
七
月
五
日
、
大
老
井
伊
直
弼
に

よ
り
慶
永
は
隠
居
・
急
度
慎
み
の
処
分
を
受
け
た
。
藩
内
は
騒
然
と
な
り
、
保

守
派
の
批
判
も
あ
っ
て
藩
政
改
革
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
新
た
に
活
動
を
開
始
し
た
の
が
制
産
方
で
あ
っ
た
。
五
年
十
一

月
十
六
日
、
そ
れ
ま
で
製
造
方
役
所
に
勤
め
て
い
た
家
臣
六
人
が
制
産
方
に
役

替
え
さ
れ
、
翌
六
年
に
は
更
に
増
加
し
、
組
織
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
任
務

は
農
産
物
や
鉱
産
物
の
研
究
・
開
拓
及
び
そ
れ
ら
の
流
通
・
販
売
に
も
関
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
役
所
は
以
後
の
藩
の
殖
産
興
業
策
を
進
め
る
母
体
と
な
り
、
藩

政
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

制
産
方
設
立
に
横
井
小
楠
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
楠
は
藩
内
の
混
乱
を
む
し
ろ
好
機
と
と
ら
え
、
か
れ
の
信
じ
る
殖
産
興
業
策

へ
と
改
革
路
線
を
リ
ー
ド
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
「
御
奉
行
」
長
谷
部
甚
平
が

動
き
出
し
、
や
が
て
六
年
八
月
五
日
、
長
谷
部（

（（
（

及
び
同
じ
く
「
御
奉
行
」
の
勝

木
十
蔵
は
「
頭
取
同
様
」
と
な
っ
た
。

　

同
年
六
月
、
外
国
交
易
が
開
始
さ
れ
る
と
、
早
速
福
井
藩
も
こ
れ
に
乗
り
出

し
た（

（（
（

。
す
で
に
四
月
、
藩
は
橫
浜
本
町
通
り
に
「
御
国
諸
産
物
売
捌
所
」
を
開

設
し
開
港
を
迎
え
た
。
担
当
し
た
の
は
足
軽
ク
ラ
ス
の
福
井
藩
士
・
坪
田
（
岡

倉
）
覚
右
衛
門
（
岡
倉
天
心
の
父
）
で
、
彼
は
「
江
戸
表
制
産
方
下
代
」
か
ら

「
橫
浜
商
館
手
代
」
と
な
り
、
武
士
の
身
分
を
改
め
商
人
と
し
て
活
動
し
た
。

　

藩
は
長
崎
交
易
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
も
き
っ
か
け
は
横
井
小

楠
で
あ
る
。
か
れ
は
安
政
五
年
十
二
月
、
一
時
帰
国
に
際
し
て
元
製
造
方
頭
取

の
三
岡
石
五
郎
や
元
製
造
方
役
の
平
瀬
儀
作
等
を
伴
っ
た
。
お
か
げ
で
三
岡
は

小
楠
と
の
関
係
を
深
め
る
と
共
に
、
長
崎
交
易
に
も
深
い
関
心
を
も
つ
こ
と
が

で
き
、
同
地
の
豪
商
小
曽
根
乾
堂
を
通
し
て
外
国
交
易
の
見
通
し
を
立
て
る
。

そ
の
後
彼
は
制
産
方
頭
取
と
な
り
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
二
日
に
は

更
に
平
瀬
な
ど
三
人
が
任
命
さ
れ
、
制
産
方
頭
取
は
四
人
体
制
（
長
谷
部
・
勝

木
を
含
め
れ
ば
六
人
）
と
な
っ
た
。

　

交
易
の
進
展
と
共
に
藩
当
局
は
自
信
を
持
ち
始
め
た
よ
う
に
見
え
る
。
例
え

ば
、
藩
が
三
国
湊
内
田
家
に
対
し
、
恩
恵
と
し
て
安
政
六
年
十
一
月
に
拝
借
金

の
形
で
千
両
を
与
え
、
万
延
元
年
六
月
に
は
調
達
金
の
一
部
だ
と
し
て
二
千

両
の
返
金
を
行
っ
て
い
る（

（（
（

。
外
国
交
易
と
の
関
わ
り
で
見
る
と
、
同
年
二
月

二
十
九
日
、
新
藩
主
茂
昭
の
参
勤
交
代
に
よ
る
国
元
へ
の
入
部
に
際
し
、
そ
の

費
用
に
あ
て
る
洋
銀
六
六
六
七
枚
の
換
金
を
幕
府
に
願
い
出
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
同

四
月
、
洋
銀
買
入
利
益
の
う
ち
一
七
〇
〇
両
を
春
嶽
の
「
手
元
非
常
御
備
金
」

と
し
た（

（（
（

。
当
時
の
春
嶽
関
係
の
年
間
経
費
は
約
千
両
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は

か
な
り
の
金
額
で
あ
る
。

  

藩
内
で
は
領
内
か
ら
出
荷
す
る
産
物
の
集
荷
体
制
構
築
に
も
動
き
出
し
た
。

こ
こ
で
も
陣
頭
に
立
っ
た
の
は
長
谷
部
甚
平
で
あ
る
。か
れ
は
安
政
六
年
十
月
、

財
政
方
へ
の
発
言
権
を
保
持
し
た
ま
ま
町
奉
行
に
転
じ
、
城
下
の
米
問
屋
な
ど

豪
商
と
の
関
係
を
強
め
て
い
た
が
、
一
方
で
三
国
湊
に
目
を
向
け
、
内
田
家
や

問
丸
た
ち
に
対
し
、
湊
を
出
入
り
す
る
物
資
に
賦
課
す
る
口
銭
の
改
革
を
促
し

た
。
そ
の
結
果
、
万
延
元
年
十
一
月
十
九
日
、
新
た
な
「
運
上
御
定
書
」
が
出

来
上
が
る
。
そ
れ
は「
湊
繁
昌
」と「
国
中
融
通
」を
う
た
い
、従
来
の
藩
の「
増
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歩
増
役
御
益
」
等
の
停
止
と
、
出
入
荷
物
口
銭
の
廃
止
あ
る
い
は
大
幅
な
軽
減

を
図
り
、
湊
を
出
入
り
す
る
諸
産
物
・
諸
物
資
の
飛
躍
的
な
増
大
を
目
指
す
画

期
的
な
内
容
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
長
谷
部
は
糸
紬
・
布

・
木
綿
な
ど
領
内
産
物
の
品
質

を
高
め
て
、
領
外
・
他
国
へ
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
旦
そ
れ
ら
の
産
物

を
集
め
て
確
認
す
る
「
産
物
会
所
」
の
設
立
に
も
こ
ぎ
つ
け
た（

（（
（

。
そ
こ
で
押
印

荷
札
を
付
け
た
荷
物
だ
け
を
他
国
へ
販
売
で
き
る
藩
営
専
売
制
を
再
び
確
立
し

た
の
で
あ
る
。

  

最
初
に
会
所
設
立
の
触
が
出
た
の
は
万
延
元
年
十
一
月
二
十
一
日
の
こ
と

で
あ
る
。「
産
物
并
商
法
」
引
立
の
た
め
売
買
会
所
を
設
立
す
る
と
し
、
城
下

の
米
問
屋
山
口
小
左
衛
門
な
ど
四
人
の
豪
商
を
元
締
に
任
じ
、
役
所
は
城
下

に
あ
る
三
国
湊
の
豪
商
・
内
田
惣
右
衛
門
用
宅
に
置
か
れ
た
。
翌
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
正
月
、
役
所
は
城
下
九
十
九
橋
北
詰
の
藩
札
所
札
元
の
一
人
荒
木

家
に
替
わ
る（

（（
（

。
同
年
十
一
月
に
は
元
締
も
増
加
し
た
。
先
の
四
人
に
加
え
、
城

下
の
み
な
ら
ず
三
国
湊
や
府
中
町
、
今
立
郡
粟
田
部
村
な
ど
の
豪
農
・
豪
商
計

一
一
人
で
あ
る
。
制
産
方
頭
取
の
岡
嶋
恒
之
助
が
「（
産
物
）
会
所
頭
取
」
を

兼
ね
、
数
名
の
「
会
所
掛
り
」
も
任
じ
ら
れ
た
。
な
お
、
当
時
、
三
岡
石
五
郎

は
「
御
奉
行
」
に
転
じ
て
い
た
が
、十
一
月
か
ら
は
郡
方
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
安
政
四
年
の
藩
政
改
革
で
は
財
政
方
と
郡
方
が
兼
務
し
あ
い
、
協
力
し
て

任
務
を
遂
行
す
る
体
制
を
目
指
し
た
が
、
産
物
会
所
の
設
立
と
共
に
再
び
そ
れ

が
復
活
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

各
地
に
は
会
所
出
先
も
整
え
ら
れ
、
三
国
湊
に
は
「
産
物
方
湊
御
会
所（

（（
（

」
を

新
設
し
、
今
立
郡
五
箇
の
紙
の
専
売
役
所
元
締
は
会
所
元
締
同
様
、
領
外
の
敦

賀
湊
打
它
家
、
近
江
大
津
の
藩
蔵
元
矢
嶋
家
も
会
所
出
先
と
さ
れ
た
。
江
戸
藩

邸
や
大
坂
の
藩
蔵
元
な
ど
も
同
じ
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

外
国
交
易
の
体
制
も
改
め
た
。
長
崎
で
は
こ
の
年
七
月
に
城
下
商
人
の
三
好

助
右
衛
門
（
十
一
月
よ
り
元
締
）
の
弟
市
太
郎
が
独
自
に
福
井
屋
を
設
け
、
橫

浜
で
は
十
二
月
、
石
川
屋
内
に
山
口
小
左
衛
門
名
で
越
前
屋
を
開
設
し
た
。
下

関
に
は
一
、二
年
前
か
ら
藩
直
営
の
福
井
屋
が
開
業
し
て
い
た
が
、
お
か
げ
で

文
久
元
年
に
は
長
州
藩
と
の
交
易
も
軌
道
に
乗
り
出
す（

（（
（

。

　

領
内
で
は
貨
幣
流
通
の
促
進
を
図
っ
て
、使
用
に
便
利
な
よ
う
に
と
二
〇
匁
、

三
〇
匁
の
銀
札
を
発
行
し
た
。
ま
た
制
産
方
と
産
物
会
所
は
別
組
織
な
が
ら
両

者
密
接
に
連
携
し
て
活
動
さ
せ
た
。
更
に
は
越
前
国
内
全
体
の
生
産
と
流
通
体

制
に
も
目
を
向
け
た
。
文
久
元
年
七
月
二
十
日
に
は
他
領
で
あ
る
大
野
・
勝
山

辺
特
産
の
煙
草
荷
物
に
関
し
、
従
来
の
制
度
を
改
め
福
井
で
の
口
銭
徴
収
を
廃

止
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
翌
二
年
十
一
月
四
日
に
は
「
川
舟
・
橋
舟
共
」
以
後
す
べ
て

の
船
役
銀
納
入
を
免
除
す
る（

（（
（

。
更
に
三
年
五
月
二
十
日
に
は
領
内
の
小
物
成
運

上
や
米
市
場
口
銭
も
免
除
さ
れ
た（

（（
（

。

　

一
方
で
会
所
元
締
の
山
口
は
、
す
で
に
元
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
八
日

ま
で
、
会
所
掛
り
の
役
人
三
人
と
領
内
の
府
中
・
粟
田
部
・
今
庄
を
回
っ
て
い

る
。
こ
の
と
き
、
今
年
は
糸
挽
も
よ
く
行
わ
れ
、
長
崎
へ
は
一
五
、六
百
貫
匁

も
送
れ
そ
う
だ
と
確
認
し
た
。
翌
二
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
は
藩
の
指
示
で
山

口
と
同
役
の
三
好
が
一
緒
に
美
濃
・
京
・
大
坂
へ
出
張
し
て
売
買
の
交
渉
を
行
っ

た（
（（
（

。

　

付
記
す
る
と
、
産
物
会
所
が
設
立
さ
れ
る
直
前
ま
で
、
藩
内
に
大
き
な
対
立

が
あ
っ
た
。
江
戸
で
謹
慎
生
活
を
送
る
春
嶽
た
ち
と
、
福
井
で
横
井
小
楠
を
中
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六
十
一
巻
二
号

心
に
革
新
的
な
殖
産
興
業
策
を
目
指
す
一
派
と
の
、「
東
北
行
違
い
」
と
呼
ば

れ
た
激
烈
な
論
争
で
あ
る
。
し
か
し
産
物
会
所
の
見
通
し
が
立
っ
た
万
延
元
年

十
月
、
両
者
の
対
立
は
見
事
氷
解
し
た
。
小
楠
は
そ
れ
に
自
信
を
え
て
「
国
是

三
論
」
を
完
成
さ
せ
る（

（（
（

。
以
後
、
春
嶽
は
小
楠
路
線
を
支
え
に
幕
政
改
革
に
取

り
組
み
、
政
治
的
に
も
大
き
く
飛
躍
し
て
い
っ
た
。
産
物
会
所
の
設
立
の
意
義

は
外
国
交
易
の
進
展
と
相
俟
っ
て
真
に
大
き
か
っ
た
。

（
二
）
交
易
の
進
展
と
正
金
の
増
加

　

産
物
会
所
の
設
立
以
後
は
対
外
交
易
が
進
展
し
、
そ
れ
と
共
に
取
引
額
・
利

益
共
驚
く
ほ
ど
に
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
件
で
由
利
公
正
は
後
年
に
振
り
返

り
、
藩
庫
に
は
常
に
約
五
〇
万
両
の
正
貨
を
貯
え
て
い
た
と
か
、
彼
が
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
に
処
分
さ
れ
た
時
、
純
益
三
六
万
両
を
藩
へ
渡
し
た
、

な
ど
と
語
っ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
横
井
小
楠
は
同
年
三
月
九
日
付
の
熊
本
の
家
族
に

宛
て
た
手
紙
で
、福
井
藩
の
挙
藩
上
洛
計
画
に
関
連
し
、「
用
金
も
弐
拾
万
両
程
」

は
あ
る
と
書
い
た（

（（
（

。
正
確
で
は
な
い
が
、
交
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

に
藩
に
は
交
易
活
動
を
通
じ
て
相
当
の
資
金
が
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
を
財
政
資
料
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　

表
４
は
文
久
二
年
十
一
月
六
日
ま
で
の
藩
の
正
金
出
入
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
上
段
六
項
目
が
払
先
を
示
し
、
総
計
は
二
〇
万
一
五
二
三
両
に
な
る
。

次
の
段
が
正
金
納
入
元
で
計
二
四
万
八
六
六
五
両
と
あ
る
。
た
だ
し
他
に
も
同

年
十
二
月
ま
で
の
予
定
が
二
万
両
近
く
あ
り
、
総
額
は
二
六
万
七
八
六
五
両
と

な
る
。
こ
れ
か
ら
正
金
払
先
を
差
し

引
い
て
六
万
六
三
四
二
両
が
藩
庫

に
残
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
更
に
続
い

て
、
納
入
分
の
う
ち
一
五
万
両
余
は

前
年
の
「
上
り
金
」
と
あ
り
、
差
引

一
一
万
四
一
五
四
両
を
「
納
過
」
と

し
て
い
る
。
安
政
期
ま
で
の
常
量
制

（
年
間
収
支
）
と
は
は
る
か
に
規
模

が
大
き
く
変
わ
り
、
各
所
か
ら
の
正

金
納
入
が
予
想
を
は
る
か
に
超
え

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
表
末
の
朱
書
記
載

に
よ
れ
ば
、
正
金
元
の
半
額
を
超
え

正金払先 金額（両）
十月迄御札所繰入
十月迄江戸御入用
制産方渡シ
御借財払
路銀諸駄賃
下され銀諸払

140,060 
46,914 
4,658 
6,906 
1,920 
1,065 

（小計） 201,523 
正金納入元

御札所買金
御払米代
内田惣右衛門納
森與兵衛納
内田平三郎納
御国諸上納
江戸諸上納
中将様（松平春嶽）御手当米代
諸産物会所納
諸産物会所江戸納
制産方上り
粟ケ崎調達

5,889 
35,266 
25,401 
17,156 
8,210 
1,951 
4,007 
6,866 

82,421 
41,857 
18,631 
11,000 

（小計、資料のまま） 248,665 
外に三田村大隅 11・12 月納予定
　　森與兵衛右同断
　　内田惣右衛門１２月納之筈
　　津田彦右衛門同断

500 
10,700 
6,000 
2,000 

正金納入元都合 267,865 
但去酉年中上り金 153,711 

指引　納過 114,154 
（以下朱書）	内、産物上り物寄
	 御量制上り其余共

145,764 
102,897 

表 4　文久２年 11月迄正金出入

（注 1）	表 3 と同じく松平文庫 851 号より作成。
（注 2）	年代は「都合」欄に「去酉年」とあることから推定した。
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本
川　

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

る
一
四
万
五
七
六
四
両
を
「
産
物
上
り
物
寄
」
と
し
、
全
体
の
五
八
パ
ー
セ
ン

ト
が
産
物
売
買
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
は「
正
金
納
入
元
」

欄
の
記
載
で
は
「
制
産
方
上
り
」
と
「
諸
産
物
会
所
納
」
に
分
か
れ
、
金
額
は

制
産
方
分
が
一
万
八
六
三
一
両
、「
諸
産
物
会
所
」
分
は
「
江
戸
納
」
を
含
め

て
計
一
二
万
四
二
七
八
両
に
な
る
。
こ
ち
ら
で
見
る
と
全
体
の
四
六
パ
ー
セ
ン

ト
（
十
二
月
ま
で
の
予
定
分
を
除
い
た
計
算
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
り
、

大
変
高
額
で
あ
る
。
制
産
方
と
産
物
会
所
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
正
金
を
得
て

い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
見
る
限
り
で
は
確
か
な
よ
う
だ
。

　

一
方
で
「
正
金
払
先
」
の
第
一
に
札
所
を
挙
げ
一
四
万
両
余
と
あ
る
。
制
産

方
と
産
物
会
所
の
正
金
確
保
が
札
所
運
営
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。
ま
た
江
戸
入
用
に
も
四
万
七
千
両
近
く
を
充
て
て
い
る
。
更
に
正
金

の
一
部
は
制
産
方
に
戻
さ
れ
て
新
た
な
運
営
資
金
と
な
り
、
ま
た
借
財
の
返
済

に
も
用
い
て
い
る
。
松
平
春
嶽
の
文
久
二
年
七
月
政
事
総
裁
職
就
任
、
同
三
年

正
月
の
上
京
、
同
年
夏
の
挙
藩
上
洛
計
画
等
は
、
こ
の
よ
う
な
資
金
運
用
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
由
利
や
小
楠
の
い
う
藩
庫
の
貯
え
も
誇
張
と

ば
か
り
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
正
金
の
う
ち
か
な
り
の
金
額
は
外
国
交
易
に
関
わ
る
洋
銀

に
基
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
「
両
替
金
覚（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
藩
が
前

年
か
ら
同
年
四
月
ま
で
に
「
両
替
封
金
繰
入
」
と
し
て
確
保
し
た
の
は
一
五
万

両
余
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
約
四
割
に
当
た
る
六
万
一
七
五
四
両
は
洋
銀
を
換
金

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
藩
は
資
金
管
理
に
は
注
意
し
、
安
易
な
転
用
は
し
な
か
っ
た
。
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
表
４
に
よ
れ
ば
、
制
産
方
や
産
物
会
所
の
活
動
に
基
づ
く

納
入
金
を
含
む
正
金
一
四
万
両
余
が
同
年
十
月
迄
に
札
所
へ
繰
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
流
動
す
る
運
転
資
金
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
札

所
基
金
と
し
て
固
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
文
久
三
年
「
両
替
金

覚
」
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
「
銀
札
覚（

（（
（

」
に
よ
る
と
、安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
約
一
七
万
八
千
両
で
あ
っ
た
通
用
銀
札
は
、
そ
の
後
年
を
追
っ
て
増
加
し
、

文
久
三
年
四
月
に
は
三
六
万
二
千
両
と
倍
増
す
る
。
し
か
し
、
同
年
の
「
両
替

備
封
金
」
は
わ
ず
か
二
万
八
一
六
〇
両
に
す
ぎ
ず
、
二
七
万
両
余
は
担
保
さ
れ

て
い
な
い
。
他
に
関
連
資
料
が
見
い
出
せ
な
い
た
め
検
証
は
困
難
だ
が
、
領
内

外
に
通
用
す
る
藩
札
の
保
証
資
金
は
相
変
わ
ら
ず
大
き
く
不
足
し
、
や
は
り
不

安
定
で
放
漫
な
札
所
経
営
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
産
物
交
易
の
展
開
を

通
し
て
大
量
の
正
金
が
留
保
で
き
、
札
所
の
運
営
を
始
め
財
政
全
体
の
好
況
感

を
高
め
、
藩
経
済
に
活
況
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

三　

元
治
・
慶
応
期
、
交
易
の
再
強
化
策
と
藩
財
政

（
一
）
産
物
会
所
の
強
化
と
薩
摩
藩
と
の
交
易

　

福
井
藩
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
以
降
、
挙
藩
上
洛
計
画
が
挫
折
し

た
こ
と
で
状
況
が
一
変
す
る
。
計
画
を
主
導
し
て
き
た
家
老
本
多
飛
驒
や
町
奉

行
長
谷
部
甚
平
が
同
月
二
十
三
日
に
罷
免
さ
れ
、
八
月
一
日
に
は
目
付
の
村
田

巳
三
郎
も
役
を
解
か
れ
た
。
十
一
日
に
は
横
井
小
楠
が
福
井
を
出
立
し
て
熊
本

へ
帰
り
、
三
岡
八
郎
も
同
月
二
十
九
日
に
長
谷
部
と
同
じ
く
罷
免
・
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
る
。
処
分
は
翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
ま
で
藩

が
積
極
的
に
進
め
て
き
た
殖
産
興
業
策
も
指
導
者
を
失
い
見
通
し
が
立
た
な
く
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な
る
。
文
久
三
年
十
月
三
日
に
は
制
産
方
が
郡
役
所
に
付
属
と
な
り
、
長
崎
・

下
関
の
定
宿
で
あ
る
両
福
井
屋
等
は
以
後
勘
定
所
の
管
轄
と
な
っ
た
。
産
物
会

所
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
当
然
な
が
ら
交
易
は
停
滞
し
、
藩
財
政
も
打
撃
を
受
け

た
筈
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
よ
り
前
の
同
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ
製
の
黒
竜
丸
を
一
一
万

両
余
で
購
入
し
た
こ
と
で
、「
是
迄
貯
蔵
之
残
金
」
は
「
皆
無
」
と
な
っ
た
と

も
評
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
す
で
に
こ
の
時
点
で
藩
財
政
は
余
裕
を
無
く
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
元
治
元
年
二
月
十
三
日
、
藩
主
茂
昭
が
春
嶽
と
相
談
の
上
、
家

中
の
風
俗
の
乱
れ
を
批
判
し
、
文
武
の
奨
励
と
節
倹
を
説
く
直
書
を
家
中
に
示

し
た（

（（
（

の
も
、
財
政
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
前
年
挙
藩
上
洛
に
際

し
て
領
内
か
ら
五
万
両
の
御
用
金
を
上
納
さ
せ
た
が
、
計
画
を
中
止
し
た
の
に

こ
れ
を
返
却
せ
ず
、
翌
年
三
月
に
は
更
な
る
出
費
を
予
想
し
て
上
乗
せ
し
、
計

七
万
両
の
調
達
金
に
改
め
て
上
納
さ
せ
た
。
そ
の
一
か
月
前
に
は
小
物
成
の
倍

増
を
布
達
し
て
い
る（

（（
（

。
六
月
に
は
藩
主
手
元
金
や
大
奥
出
費
を
は
じ
め
、
新
規

取
り
立
て
の
農
兵
経
費
に
至
る
ま
で
厳
し
く
削
減
す
る
案
が
提
示
さ
れ
た（

（（
（

。

　

だ
が
、
事
態
は
更
に
困
難
に
な
る
。
攘
夷
運
動
が
激
化
し
、
元
治
元
年
七
月

以
降
、
藩
は
禁
門
の
変
、
第
一
次
長
州
戦
争
、
年
末
の
水
戸
浪
士
の
来
越
等
で

多
大
の
軍
事
費
の
支
出
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
九
月
の
長
州
出
兵
で
は
藩
は

二
三
万
両
が
必
要
と
し
て
、
幕
府
へ
一
〇
万
両
の
拝
借
願
を
出
し
て
い
る（

（（
（

。
慶

応
元
年
六
月
に
は
そ
れ
ま
で
免
じ
て
い
た
領
内
へ
の
産
物
冥
加
銀
の
取
り
立
て

を
再
開
し
た
。
十
月
に
は
「
征
長
を
始
無
比
之
御
大
費
」
だ
と
し
て
、
家
老
以

下
家
臣
団
す
べ
て
を
趣
法
講
に
加
入
さ
せ
、
こ
れ
に
は
町
在
や
府
中
ま
で
含
め

て
い
る（

（（
（

。

　

結
局
、
財
政
は
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
と
推

定
で
き
る
「
平
常
量
制
本
払
仮
積
」（
表
５
）
に
よ
る
と
、
同
年
の
収
支
見
込

は
収
入
七
万
三
五
〇
五
両
に
対
し
、
支
出
が
九
万
五
四
三
〇
両
に
の
ぼ
り
、
差

引
二
万
一
九
二
五
両
の
赤
字
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
時
の
藩
当
局
に
は
ま
だ
財
政
不
足
に
対
す
る
そ
れ
ほ
ど
の
深

刻
さ
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
実
は
こ
の
「
仮
積
」
の
各
支
出
に
は
項
目

に
よ
り
朱
書
さ
れ
た
付
箋
が
あ
り
、
赤
字
の
削
減
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
春
嶽
と
藩
主
茂
昭
及
び
両
妻
子
の
生
活
費
を
半
分
近
く
切
り
つ

め
る
な
ど
と
鉈
を
振
る
い
、
赤
字
は
五
五
七
〇
両
に
押
さ
え
ら
れ
る
と
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
表
で
は
略
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
、
借
財
分
の
う
ち
田
安
家

や
幕
府
御
金
蔵
等
の
借
財
元
入
分
三
七
〇
〇
両
を
「
頼
延
」
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
他
の
銀
主
共
に
も
話
を
つ
け
ら
れ
、
赤
字
分
を
ゼ
ロ
に
し
、
か
え
っ
て

一
五
七
〇
両
残
せ
る
と
し
た
。

　

他
方
、
改
め
て
産
物
会
所
の
組
織
強
化
も
講
じ
ら
れ
た
。
早
く
は
文
久
三
年

十
月
二
十
五
日
に
産
物
会
所
下
代
が
二
人
、
そ
の
後
元
治
元
年
八
月
迄
に
更
に

四
人
が
任
じ
ら
れ（

（（
（

、
十
一
月
十
三
日
に
は
元
制
産
方
掛
り
で
、
文
久
三
年
秋
か

ら
郡
方
吟
味
役
と
な
っ
て
い
た
米
岡
源
太
郎
が
産
物
会
所
吟
味
役
に
登
用
さ
れ

る
。
更
に
慶
応
元
年
四
月
二
十
五
日
に
は「
御
奉
行
」勝
木
十
蔵
が「
会
所
奉
行
」

兼
帯
と
な
っ
た
。「
産
物
之
儀
専
御
派
立
之
折
柄
」
だ
と
い
う
。
こ
の
と
き
「
札

所
組
」
も
彼
に
預
け
ら
れ
た
。

　

勝
木
は
制
産
方
発
足
以
来
、
長
谷
部
甚
平
と
共
に
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ

た
人
物
だ
が
、
文
久
三
年
の
挙
藩
上
洛
計
画
に
か
ら
む
処
分
は
免
れ
、「
御
奉

行
」
職
を
続
け
て
い
た
。
三
国
湊
の
動
向
に
も
気
を
配
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
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幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

年
十
一
月
八
日
、
所
用
で
湊
を
訪
れ
る
と
、
内
田
本
家
当
主
惣
右
衛
門
の
生
活

を
放
蕩
と
批
判
し
、
同
家
に
厳
重
な
「
家
法
」
を
定
め
さ
せ
て
い
る（

（（
（

。
内
田
家

の
経
営
を
安
定
さ
せ
、
三
国
湊
の
発
展
に
も
期
す
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
後
の
財
政
運
営
と
殖
産
策
は
勝
木
を
中
心
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

さ
て
、
慶
応
元
年
、
福
井
藩
は
新
た
な
方
策
に
乗
り
出
し
た
。
八
月
に
京
都

三
井
店
と
契
約
し
、「
国
産
繁
殖
」
を
挙
げ
て
一
か
月
返
済
で
二
千
両
ま
で
の

借
用
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た（

（（
（

。

　

大
き
な
決
断
を
し
た
の
は
薩
摩
藩
と
の
交
易
で
あ
る
。
倒
幕
路
線
を
進
む
同

藩
と
交
渉
し
、
交
易
で
手
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
下
交
渉
を
担
当
し

た
の
は
「
御
奉
行
役
見
習
」
の
内
田
閑
平
で
、彼
は
同
年
七
月
二
十
一
日
に
「
内

用
向
」
を
理
由
に
長
崎
へ
出
張
し
た
。
同
年
十
一
月
に
は
一
応
の
目
処
が
つ
い

た
ら
し
い
。
翌
十
二
月
十
一
日
付
で
春
嶽
が
島
津
久
光
に
書
簡
を
送
り
、
話
が

ま
と
ま
っ
た
礼
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
の
後
も
交
渉
を
詰
め
、
翌
慶
応
二
年
二
月
二
十
三
日
、
薩
摩
藩
の
長
崎
責

任
者
（
長
崎
聞
役
）
汾か

わ
み
な
み陽

次
郎
右
衛
門
が
商
人
を
伴
い
藩
船
翔
鳳
丸
で
同
地
を

出
立
、
三
月
四
日
に
三
国
湊
に
入
っ
た
。
一
行
は
産
物
会
所
元
締
の
内
田
家
等

に
分
宿
し
た
が
、
同
家
で
は
「
御
上
ニ
も
兼
々
御
国
産
之
御
掛
合
等
も
有
之
由

ニ
而
、
御
取
扱
方
も
格
別
御
丁
寧
ニ
可
被
遊
」
と
聞
か
さ
れ
、
藩
役
人
と
共
に

盛
大
に
歓
待
し
た（

（（
（

。
汾
陽
は
三
月
七
日
に
福
井
へ
向
か
い
、
翌
日
登
城
、
春
嶽

に
拝
謁
す
る
。
次
の
日
、
約
定
書
を
内
田
閑
平
へ
渡
し
て
任
務
を
終
え
、
十
一

日
に
は
長
崎
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。
約
定
書
の
内
容
は
確
認
で
き
な
い
が
、
薩

摩
藩
は
福
井
藩
へ
一
七
万
両
の
資
金
供
与
を
約
束
し
、
代
わ
り
に
生
糸
・
茶
な

収支 項目 金（両） 備考
収入 平常御量制御本払仮積　〆 73,505 （細目計算では、計 74,483 両となる）

支出

御常用　〆 22,546 （削減案）1 万 0110 両 3 歩
御勤御入用　〆 38,049 （削減案）芝陣屋入用分 6242 両余
内　御参勤御帰国御路用金
　　江戸御入用御積帳之表
　　京都御入用
　　京都岡崎御屋敷地子米代
　　芝御陣屋諸御入用

4,000 
17,500 
10,000 

307 
6,242 

御武備御入用　〆 8,230 
内　製造局弾薬其外御入用
　　農兵千人分御入用積

3,000 
5,230 

不時御入用 10,000 
新古御借財御入用 16,604 

御入用払　〆 95,430 付箋（朱書）「『減引而』〆 7 万 9075 両 1 分
3 朱と永 1 匁 2 分 5 厘

差引
収入－支出 －21,925 永 1 匁 2 分 5 厘　御不足
削減案分差引 －5,570 永 1 匁 2 分 5 厘、（朱書）「△」全御不足

表 5　慶応元年再調平常量制本払仮積

（注 1）	「再調平常量制本払仮積帳」（松平文庫、『福井市史』資料編 5近世三）より作成。
（注 2）	本資料裏表紙に異筆で「慶応中　御量制概算」とあるが、内容から慶応元年と推定した。
（注 3）	銀は金 1両＝ 150 匁で換算した。「〆」等は計算上はいずれも少しずつ合わない。
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ど
越
前
産
物
の
独
占
的
販
売
権
を
確
保
し
た
よ
う
で
あ
る
。

  
汾
陽
の
帰
崎
後
、
薩
摩
藩
の
勘
定
方
役
人
と
し
て
長
崎
に
詰
め
て
い
た
「
見

聞
役
」
野
村
宗
七
（
盛
秀
）
が
四
月
二
十
六
日
に
福
井
へ
向
け
船
で
出
立
し

た
。
途
中
の
大
坂
で
福
井
藩
勝
手
方
能
勢
次
郎
太
夫
（
角
大
夫
カ
）
へ
契
約
金

の
一
部
二
万
両
を
渡
し
、
京
で
の
用
件
を
済
ま
せ
た
後
、
六
月
三
日
に
福
井
城

下
へ
入
っ
た
。
十
三
日
に
は
汾
陽
と
同
じ
く
登
城
し
春
嶽
に
拝
謁
、
そ
の
後
八

月
二
十
日
ま
で
約
二
か
月
半
滞
在
す
る
。
そ
の
間
、
勝
木
十
蔵
を
初
め
と
す
る

藩
の
産
物
会
所
関
係
者
や
会
所
元
締
等
と
頻
繁
に
交
流
し
、
併
せ
て
領
内
各
地

を
精
力
的
に
視
察
し
回
っ
た
。
松
岡
の
火
薬
所
や
銃
砲
工
場
の
あ
る
志
比
口
製

造
工
場
を
視
察
し
、
福
井
藩
側
か
ら
は
新
式
の
ミ
ニ
エ
ー
銃
五
〇
〇
挺
の
購
入

打
診
も
行
わ
れ
て
い
る
。
長
州
戦
争
を
め
ぐ
る
情
報
交
換
も
頻
繁
で
、
両
藩
は

経
済
の
み
な
ら
ず
軍
事
面
で
も
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
慶
応
期
の
藩
財
政

　

福
井
藩
は
鹿
児
島
藩
と
の
交
易
協
定
が
成
立
す
る
と
産
物
会
所
を
更
に
強
化

し
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
九
日
、「
製
造
奉
行
助
」
の
加
藤
藤
左
衛

門
は
「
産
物
会
所
奉
行
助
」
を
兼
任
、「
御
奉
行
役
見
習
」
の
内
田
閑
平
は
「
産

物
会
所
掛
り
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
加
藤
は
四
月
六
日
に
「
会
所
奉
行
見
習
」、

内
田
は
六
月
五
日
に
「
御
奉
行
本
役
」
に
昇
進
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
翌
三
年
正
月
十
六
日
、
加
藤
は
新
た
に
「
他
国
会
所
奉
行
」
に

任
じ
ら
れ
、「
産
物
会
所
之
儀
も
是
迄
通
申
談
候
様
」
と
の
指
示
を
受
け
た
。

こ
の
と
き
内
田
閑
平
と
勝
手
役
の
能
勢
角
大
夫
も
「
他
国
会
所
掛
り
」
と
さ
れ
、

翌
日
に
は
福
井
城
下
の
山
田
又
左
衛
門
、
三
国
湊
の
内
田
（
本
家
）
周
平
・
同

森
（
三
国
）
與
兵
衛
が
新
規
に
他
国
会
所
元
締
に
任
じ
ら
れ
た
。
三
人
は
い
ず

れ
も
こ
れ
ま
で
産
物
会
所
に
関
わ
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
会
所
の
詳
細

は
不
明
だ
が
、
従
来
の
産
物
会
所
と
は
別
に
新
段
階
に
入
っ
た
薩
摩
藩
と
の
交

易
に
併
せ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

当
然
な
が
ら
福
井
藩
は
薩
摩
藩
の
た
め
に
は
出
来
る
限
り
の
便
宜
を
図
ろ
う

と
し
た
。
よ
く
示
す
の
が
三
国
湊
内
田
家
の
対
応
で
あ
る
。
同
家
は
汾
陽
、
野

村
一
行
が
来
福
し
た
と
き
、
福
井
で
の
宿
も
同
家
の
福
井
用
宅
を
提
供
し
、
同

家
用
人
の
佐
喜
介
も
接
待
を
尽
く
し
た
。
そ
の
後
、
福
井
藩
は
内
田
家
用
宅
を

鹿
児
島
藩
側
に
提
供
さ
せ
、
用
宅
は
別
途
確
保
さ
せ
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

し
か
し
、
事
態
は
予
期
せ
ぬ
方
向
に
進
ん
だ
。
薩
長
密
約
に
よ
る
倒
幕
運
動

が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
政
奉
還
、
公
議
政
体
論
で
乗
り
切
ろ
う
と
す

る
福
井
藩
の
方
針
と
は
相
容
れ
ず
、
交
易
は
必
然
的
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
慶
応
三
年
五
月
二
日
、
産
物
会

所
と
他
国
会
所
を
「
御
不
弁
之
儀
も
有
之
」
と
し
て
統
合
し
、「
総
会
所
」
と

改
め
る（

（（
（

。
薩
摩
と
の
交
易
が
止
ま
っ
た
こ
と
で
会
所
事
業
の
再
編
成
に
追
い
込

ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（（
（

。
こ
の
と
き
札
所
も
「
総
会
所
」
の
管
轄
と
な
り
、

会
所
事
業
と
札
所
経
営
の
一
体
化
が
図
ら
れ
た
。
同
じ
日
、
勝
木
十
蔵
は
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
以
来
兼
務
し
て
き
た
会
所
奉
行
を
御
免
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
、
で
は
藩
財
政
は
ど
の
よ
う
な
展
開
と
な
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
薩
摩
藩
か
ら
供
与
を
受
け
た
筈
の
一
七
万
両
、
そ
れ
に

交
易
の
実
状
も
不
明
な
が
ら
、
以
下
は
そ
の
こ
と
を
棚
上
げ
し
た
上
で
の
財
政

の
よ
う
す
で
あ
る
。

　

表
６
は
慶
応
四
年
の
常
量
制
の
「
本
払
仮
積
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
収
入
は

一
八
万
二
〇
三
三
両
で
、
対
す
る
支
出
は
国
元
入
用
を
始
め
と
す
る
年
間
諸
経
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本
川　

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

費
が
一
一
万
四
〇
〇
四
両
だ
か
ら
、単
純
に
見
て
六
万
八
千
両
の
黒
字
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
別
途
諸
方
へ
の
新
借
財
七
万
両
等
を
含
む
一
七
万
四
一
五
九
両
の
支

出
が
あ
り
、
差
引
一
〇
万
六
一
三
〇
両
が
不
足
す
る
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
急

激
な
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
て
も
、
慶
応
四
年
は
未
曾
有
の
赤
字
財
政
を
呈
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
年
貢
収
納
等
を
基
本
と
す
る

収
支
で
あ
り
、
新
政
府
か
ら
の
京
都
で
の
春
嶽
拝
領
金
や
拝
借
金
、
金
札
用
金
、

そ
れ
に
交
易
関
係
の
諸
費
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
実
は
明
治
元
年
十
二
月

「
京
都
之
分
覚（

（（
（

」
と
題
す
る
資
料
で
は
総
収
入
五
二
万
両
、
内
福
井
へ
運
送
分

四
七
万
両
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
別
途
扱
い
と
さ
れ
「
本
払
仮
積
」
に
は
入
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
で
も
っ
て
慶
応
四
年
収
支
が
大
赤

字
で
あ
る
と
の
速
断
は
ひ
と
ま
ず
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
は
「
古
借
財
訳
立
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
旧
来
か
ら
の
累
積
借
財
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
「
諸
方

御
借
財
仕
訳
覚（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
万
延
元
年
の
六
九
万
六
二
五
四
両
に
対
し
て

七
三
万
七
三
四
五
両
と
、
五
万
両
余
り
増
え
て
い
る
。

  

と
こ
ろ
で
、表
６
の
収
入
の
部
に
は「
御
内
用
よ
り
持
出
」八
千
両
余
が
あ
り
、

ま
た
、
支
出
の
う
ち
八
万
両
は
「
御
内
用
」
よ
り
都
合
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
御
内
用
」
と
は
藩
が
通
常
会
計
か
ら
切
り
離
し
た
特
別

会
計
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
こ
で
次
に
こ
の
「
御
内
用
」
に
つ
い
て

見
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
慶
応
三
年
四
月
二
十
日
現
在
の
金
銀
在
庫
は
、
国
元
・
江
戸
の
両
御

金
方
、及
び
山
里
御
備
金
と
「
御
内
用
金
」
を
合
わ
せ
て
五
万
三
七
七
四
両
（
一

両
＝
銀
二
四
〇
匁
に
換
算
）
で
、こ
の
内
「
御
内
用
金
」
は
六
五
〇
〇
両
で
あ
っ

た（
（（
（

。
そ
れ
が
同
年
十
二
月
大

晦
日
に
は
全
在
庫
九
万
四
千

両
の
う
ち
「
御
内
用
有
銀
」

は
七
万
四
三
九
八
両
と
な

る（
（（
（

。
ま
た
同
時
期
の
別
の
記

録「
御
内
用
金
銀
御
達
書
覚
」

で
は
表
７
の
よ
う
に
、「
御

内
用
金
銀
本
」一
五
万
両
余
、

更
に
「
御
借
入
金
銀
」
と
し

て
一
六
万
両
余
、
そ
れ
に
金

収支 項目 金（両）

収入

収納物・払米代・運上銀等
粟ケ崎調達金

169,648 
4,000 

御内用より持出 8,385 
（収入計） 182,033 

支出

国元入用
京都屋敷入用
江戸屋敷入用
不時入用（武備、他）
大奥普請、及び引越入用
古借財訳立へ本立

29,331 
39,644 
2,115 

22,500 
11,414 
9,000 

（小計） 114,004 
諸方新借財返済
田安家より預金返済
御内用より追々表へ立用分
町在調達返済元利

73,938 
10,000 
80,728 
9,493 

（小計） 174,159 
（支出計） 288,163 

差引 －106130 

表 6　慶応 4年本払差引仮積

（注）	 �「慶応四年辰御本払差引仮積」（松平文庫「会計之部」、847 号）
より作成。銀は金 1両＝銀 350 匁で換算した。

項目 金（両）
御内用金銀本
御借入金銀
買金銀利益

151,426 
164,746 
23,807 

（計） 339,979 
＜此払方＞
諸方御貸付金銀高
両御金方へ当座御立用

88,010 
177,571 

（有金高） 74,398 

表 7　慶応 3年御内用金銀御達書覚

（注 1）	慶応 3年大晦日「御内用金銀達書覚」
	 （松平文庫「会計之部」、847 号）。
（注 2）	銀は金 1両＝ 240 匁で金に換算した。
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六
十
一
巻
二
号

銀
の
交
換
利
益
を
加
え
、
合
計
約
三
四
万
両
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
う

ち
の
一
八
万
両
近
く
は
「
両
御
金
方
」
の
「
当
座
御
立
用
」、
約
九
万
両
は
諸

方
へ
の
貸
付
と
さ
れ
、
手
元
に
は
前
記
「
十
二
月
大
晦
日
」
分
の
「
御
内
用
有

銀
」
に
記
載
通
り
の
金
額
が
残
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
治
的
に
大
混
乱

の
当
時
、「
御
内
用
」
が
会
計
運
用
の
半
分
近
く
を
占
め
、「
常
量
制
」
と
は
別

会
計
の
立
場
で
藩
財
政
全
体
を
動
か
し
、
手
元
に
も
か
な
り
多
く
確
保
で
き
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
度
は
「
御
内
用
」
の
資
金
運
用
を
伝
え
る
翌
四
年
の
資
料
を
見
て

お
こ
う
。
資
料
「
内
用
金
銀
量
制
便
覧（

（（
（

」
は
「
御
内
用
」
に
つ
い
て
の
詳
細
を

書
き
上
げ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
収
入
は
前
年
よ
り
の
「
越
金
」
が
約

一
三
万
両
で
、
そ
れ
に
当
年
分
を
加
え
て
計
二
八
万
両
余
で
あ
っ
た
（
一
両
＝

三
五
〇
匁
で
換
算
）。
対
す
る
支
出
は
「
払
方
」
と
称
す
る
項
目
を
中
心
に
約

二
一
万
五
千
両
で
、
残
金
は
お
よ
そ
六
万
三
千
両
（
計
算
で
は
六
万
五
七
〇
〇

両
）
と
な
り
、
こ
れ
が
「
御
内
用
」
と
し
て
手
元
に
残
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
御
内
用
」
の
具
体
的
運
用
の
仕
方
も
見
て
お
こ
う
。
表
８
は
支
出
に
当
た

る
「
御
内
用
金
銀
払
方
」
に
よ
り
、
そ
の
払
い
先
と
金
額
を
便
宜
上
多
い
順
に

並
べ
て
い
る
。
中
心
と
な
る
の
は
八
万
両
の
「
御
金
方
へ
当
座
立
用
」
で
、二
、

三
位
は
三
国
湊
の
森
家
と
内
田
家
に
対
す
る
資
金
貸
与
で
あ
る
。
以
下
、
藩
の

払い先 金計（両）
御金方へ当座立用
森與兵衛拝借銀、外
内田惣右衛門同断、外
御除金掛りへ立用
加賀米 1000 石兵庫廻の分
七領代官方へ奉公人米俵代拝借、外
同人取扱いの千福米并大豆買上、外
御趣意方へ立用七領村々烟拝借残り
内田平右衛門同断、外
会所当座立用
五箇村楮子代拝借、外
晨風丸中荷金渡し
勝山侯へ貸付金残り元
三国生魚問屋拝借銀
楢原・四十谷村右同断
御趣意方へ当座立用銀、外
内田武右衛門拝借銀残り、外
森與兵衛別段拝借の口
山田又左衛門拝借
矢嶋藤五郎年賦拝借残り
津田彦右衛門等組合年賦借用
金沢順婦堂年賦拝借金残り
溜池様へ立用残り
町役所年賦貸付残り元
府中屋磯吉年賦拝借銀
藤屋次左衛門年賦拝借
宰相様へ献金分御趣意方へ預ケ利潤分
天井次郎右衛門 10 年賦拝借銀
桑山十兵衛年賦拝借銀残り
手形御買揚代
金津坂野助右衛門入替拝借銀
三田村筑前江戸為替拝借

80,727 
40,900 
17,361 
14,071 
7,789 
6,959 
6,663 
5,507 
4,516 
3,000 
2,898 
2,539 
2,100 
1,771 
1,767 
1,484 
1,123 

571 
571 
490 
460 
367 
295 
222 
96 
66 
64 
29 
17 
6 

（記載なし）
（　 〃 　）

〆 ( 計算値は 204,429） 195,217 
五ケ村金札漉方につき許可の方へ仮渡し
土蔵仮入
京都運送
銀局へ立用
三好助右衛門取扱楮子買入につき仮渡し
団野真之助へ楮子一条につき仮渡し

6,803 
4,000 
4,000 
3,000 
2,000 

500 
（小計） 20,303 

表 8　慶応 4年御内用金銀払方

（注 1）	 �「慶応四辰年御内用金銀量制便覧」
	 （松平文庫「会計之部」、847 号）より作成。
（注 2）	銀は 1両＝ 350 匁で金に換算した。
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本
川　

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

各
役
所
や
三
国
湊
、
福
井
町
等
を
中
心
と
す
る
有
力
商
人
た
ち
、
そ
れ
に
今
立

郡
五
箇
や
坂
井
郡
四
十
谷
村
の
紙
漉
業
な
ど
へ
の
生
産
・
流
通
資
金
の
貸
付
が

続
く
。
ま
た
役
所
関
係
も
目
立
ち
、一
位
の
「
御
金
方
」
を
始
め
、「
御
趣
意
方
」

「
御
除
金
掛
り
」「
代
官
方
」「
会
所
（
総
会
所
）」「
町
役
所
」
な
ど
が
あ
る
。「
御

内
用
金
」
は
「
御
量
制
」
と
称
す
る
通
常
の
藩
収
支
か
ら
独
立
し
、
豊
富
な
資

金
で
独
自
に
藩
財
政
を
支
え
、
更
に
総
会
所
運
営
や
領
内
産
物
の
生
産
・
流
通

資
金
、
及
び
交
易
に
も
関
与
し
、「
勝
山
侯
へ
貸
付
」
の
よ
う
に
直
接
福
井
藩

と
は
無
関
係
の
所
に
も
及
ん
で
い
る
。
政
府
の
金
札
発
行
に
協
力
し
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。

　

札
所
の
よ
う
す
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。慶
応
三
年
五
月
頃
と
思
わ
れ
る「
銀

局
よ
り
司
計
局
へ
御
立
用
銀
之
内
会
所
へ
附
送
り
指
引（

（（
（

」
に
よ
る
と
、
当
時
銀

局
（
札
所
）
か
ら
司
計
局
（
勘
定
所
）
へ
の
立
て
替
え
金
額
は
二
六
万
両
近
く

に
上
っ
て
い
た
（
一
両
＝
銀
二
四
〇
匁
で
換
算
）。
た
だ
し
、
そ
の
内
訳
は
、

直
接
渡
し
が
九
万
両
余
で
、
そ
れ
以
外
は
産
物
会
所
へ
九
万
七
千
両
、「
御
内

用
」か
ら
産
物
会
所
を
通
し
て
の
四
万
二
千
両
な
ど
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
述
の
慶
応
四
年
「
御
内
用
金
銀
量
制
便
覧
」
に
よ
れ
ば
、「
御
内
用
」

分
の
金
銀
の
う
ち
札
所
借
入
分
の
返
済
残
額
が
一
〇
万
〇
八
九
八
両
と
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、藩
勘
定
方
と
銀
局
（
札
所
）
は
「
御
内
用
」
と
一
体
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
、
産
物
会
所
も
財
政
的
に
は
そ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
慶
応
四
年
三
月
「
銀
局
両
替
一
件
ニ
付
銀
札
覚
」（
表
９
）
に

よ
る
と
、
当
時
の
「
世
上
散
札
」
は
三
二
万
四
九
四
八
両
（
一
両
＝
三
五
〇
匁

で
換
算
）
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
手
元
備
金
は
二
万
〇
九
二
九
両
の
み
で
、
こ
れ

に
九
・
十
月
迄
に
繰
入
予
定
、
及
び
「
会
所
生
業
撫
育
用
」
に
金
札
で
の
封
札

予
定
を
加
え
、よ
う
や
く
全
体
の
六
割
が
見
込
ま
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。「
御

備
無
之
分
」
が
一
二
万
九
一
六
二
両
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
勘
定
所
か
ら
三
万
一
千
両
余
等
で
補
う
こ
と
に
し
、
な
お
別
途
ア

メ
リ
カ
商
人
か
ら
も
四
万
両
借
用
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
二
万
一
千

両
不
足
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
札
所
は
大
変
な
危
機
的
状
況
下
に
あ
り
、
札
所
運
営
は
停
止
寸

前
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藩
当
局
は
「
評
議
」
を
重
ね
、
当
時
の
下

相
場
金
一
両
＝
銀
三
五
〇
匁
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
九
月
か
ら
は
藩
札
と
正
金

項目 金（両）
当時世上散札 324,948 
内　有金銀
　　9・10 月迄に繰入予定
　　会所生業撫育用に金札で封札予定

20,929 
108,220 
66,637 

（小計） 195,786
引て御備無き分 129,162 
内　今後見込ある分　慶長金
　　　　　　　　　　町在献金銀
　　　　　　　　　　京都御拝領金
　　　　　　　　　　御預役所
　　　　　　　　　　御勘定所
外に亜商借入

10,000 
10,000 
15,000 
2,000 

31,071 
40,000 

（小計） 108,071 
差引て 21,091 

表 9　慶応 4年 3月銀局両替一件銀札覚

（注）	 �慶応 4年 3月「司計局枢要記」（松平文庫「会計之部」、847 号）
より作成。銀は 1両＝ 350 匁で金に換算した。
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六
十
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巻
二
号

銀
と
の
交
換
に
踏
み
き
る
こ
と
に
す
る（

（（
（

。
超
イ
ン
フ
レ
下
の
両
替
を
一
両
＝

三
五
〇
匁
に
固
定
し
、
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
新
政

府
か
ら
の
拝
借
金
や
金
札
貸
与
に
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
幕
末
期
福
井
藩
の
財
政
に
つ
い
て
、
時
期
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
、

殖
産
興
業
策
及
び
交
易
の
展
開
と
か
ら
め
て
確
認
し
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

　

①
嘉
永
期
（
一
八
四
八
～
五
三
）
に
は
赤
字
財
政
と
膨
大
な
借
財
返
済
に
苦
し

み
、
加
え
て
武
備
増
強
に
よ
る
出
費
増
が
目
前
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

②
そ
こ
で
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
思
い
切
っ
た
藩
政
改
革
を
実
施
し
、

民
政
を
担
当
す
る
郡
奉
行
領
や
代
官
領
の
改
編
、
及
び
財
政
方
と
民
政
方
の
連

携
に
よ
る
統
一
的
支
配
を
行
う
よ
う
に
し
た
。
札
所
組
織
を
改
め
、
翌
年
、
借

財
の
扱
い
は
「
御
積
方
」
に
任
せ
た
。

　

③
安
政
五
年
十
一
月
、
制
産
方
を
立
ち
上
げ
て
横
井
小
楠
の
指
導
に
よ
る
殖

産
興
業
策
を
進
め
、
城
下
に
産
物
会
所
を
設
立
し
て
国
産
物
の
生
産
と
流
通
・

販
売
を
強
化
し
た
。

　

④
か
く
し
て
外
国
交
易
が
進
展
し
、
文
久
期
（
一
八
六
一
～
六
三
）
に
は
年
貢

収
納
の
一
・
五
倍
に
近
い
正
金
が
産
物
会
所
関
係
や
制
産
方
等
か
ら
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
札
所
運
営
も
安
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

⑤
文
久
三
年
の
挙
藩
上
洛
計
画
中
止
後
、
殖
産
興
業
策
の
指
導
者
た
ち
が
処

分
さ
れ
、
藩
経
済
は
一
気
に
停
滞
し
た
。
し
か
も
元
治
期
（
一
八
六
四
）
に
は

軍
事
出
費
が
爆
発
的
に
増
え
、
家
臣
や
領
民
の
負
担
が
増
大
す
る
。

　

⑥
藩
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
薩
摩
藩
と
一
七
万
両
に
及
ぶ
交
易
協
定
を

結
ん
だ
。
そ
の
た
め
産
物
会
所
と
は
別
に
他
国
会
所
を
立
ち
上
げ
た
。

　

⑦
だ
が
、
薩
長
の
倒
幕
運
動
の
高
ま
り
で
薩
摩
と
の
交
易
は
中
断
さ
れ
る
。

藩
は
翌
三
年
五
月
、
産
物
会
所
と
他
国
会
所
を
統
合
し
て
総
会
所
と
し
、
交
易

の
進
展
を
図
っ
た
。

　

⑧
お
か
げ
で
慶
応
末
期
に
は
再
び
資
金
が
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
「
御
内
用
金
」
と
し
て
特
別
会
計
扱
い
と
し
、
直
接
藩
財
政
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
経
常
収
支
は
相
変
わ
ら
ず
赤
字
続
き
、
札

所
運
営
も
や
は
り
不
安
定
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
通
り
で
、
結
局
、
幕
末
期
福
井
藩
の
財
政
は
、
高
木
氏
が
結
論
づ
け

た
よ
う
に
、
赤
字
状
態
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
札
所
も
や
は
り
不
安
定
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
政
四
年
の
藩
政
改
革
や
同
五
年
以
降
の
殖
産

興
業
策
、
交
易
の
展
開
等
に
よ
っ
て
藩
経
済
は
活
況
を
呈
し
、
財
政
は
借
財
の

返
済
を
含
め
改
善
さ
れ
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ

ら
は
文
久
三
年
と
慶
応
三
年
の
二
回
の
大
き
な
中
断
と
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え

て
の
殖
産
興
業
策
の
継
続
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
産
物
会
所
や
交
易
の

運
用
金
・
利
益
な
ど
は
、
慶
応
期
に
は
特
別
会
計
「
御
内
用
」
と
し
て
別
途
管

理
・
運
用
さ
れ
た
。

　

幕
末
の
政
局
が
大
変
革
と
な
る
中
、
あ
く
ま
で
公
議
政
体
論
を
強
調
す
る
福

井
藩
は
、
藩
政
を
有
力
家
臣
団
の
協
議
体
制
に
改
め
、
殖
産
興
業
策
を
継
承
し

た
民
政
の
推
進
に
も
努
め
る
。
当
然
な
が
ら
財
政
問
題
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
総

合
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
問
題
は
す
で
に
本
稿
の
範
囲
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川　

幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

を
超
え
て
い
る
。
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

注（
１
）『
公
武
合
体
論
の
研
究
』（
一
九
七
九
年
、お
茶
の
水
書
房
、一
九
九
〇
年
に
改
訂
版
）。

他
に
『
松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』（
一
九
九
九
年
、新
人
物
往
来
社
、舟
澤
茂
樹
氏
と
共
編
）、

『
幕
末
維
新
と
松
平
春
嶽
』（
二
〇
〇
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
等
の
編
著
書
、
及
び
多
数

の
関
連
論
文
が
あ
る
（
長
野
栄
俊
「
三
上
一
夫
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録
」、『
若
越
郷
土

研
究
』
三
〇
〇
号
）。

（
２
）「
松
平
春
嶽
受
譴
期
の
越
前
藩
」（
一
九
九
七
年
、『
日
本
史
研
究
』
四
一
三
号
）
な

ど
多
数
の
論
考
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
『
横
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』（
二
〇
〇
五
年
、
吉
川

弘
文
館
）、
及
び
『
日
本
近
世
社
会
と
明
治
維
新
』（
二
〇
〇
九
年
、
有
志
社
）
に
ほ
ぼ

集
約
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）『
松
平
文
庫 

福
井
藩
史
料
目
録
』（
一
九
八
九
年
、
福
井
県
立
図
書
館
）。
な
お
、
本

目
録
の
史
料
を
利
用
す
る
場
合
、
刊
本
に
収
載
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
に
従
い
、
い
な
い

も
の
は
本
目
録
の
番
号
を
注
記
し
た
。

（
４
）「
産
物
趣
法
停
止
触
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
近
世
四
下
、
一
一
九
三
号
）。

（
５
）
勝
木
は
「
士
族
」（
松
平
文
庫
、
九
二
一
号
）、
長
谷
部
は
「
剥
札
」（
同
、
九
一
七
号
）

に
よ
る
。
な
お
、
福
井
藩
家
臣
団
の
履
歴
に
つ
い
て
は
松
平
文
庫
（
福
井
県
立
図
書
館

寄
託
）
に
右
の
「
士
族
」「
剥
札
」
を
始
め
か
な
り
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
福

井
県
文
書
館
が
『
福
井
藩
士
履
歴
』（
既
刊
四
冊
）
と
し
て
刊
行
中
で
あ
る
。
よ
っ
て
本

稿
で
は
、
以
後
の
家
臣
団
の
履
歴
に
関
し
て
は
こ
の
『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
譲
り
、
特

別
の
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
注
記
を
省
い
た
。
も
ち
ろ
ん
未
刊
分
や
本
書
に
含
ま
れ
な
い

下
層
家
臣
等
の
履
歴
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
注
記
す
る
。

（
６
）
中
根
雪
江
『
奉
答
紀
事
』（
一
九
八
〇
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

（
７
）「
勝
手
懸
り
演
説
書
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
５
近
世
三
、二
三
八
号
）。

（
８
）「
天
方
孫
八
演
説
書
」（
同
、
二
三
九
号
）。

（
９
）
具
体
的
に
は
加
賀
粟
ケ
﨑
の
豪
商
（
海
商
）
木
谷
藤
右
衛
門
家
と
一
族
の
嶋
崎
家
で

あ
る
。
藩
は
両
家
に
対
し
て
は
事
あ
る
ご
と
慶
応
期
に
至
る
ま
で
借
用
を
申
し
込
ん
で

い
る
（
長
山
直
治
「
木
谷
藤
右
衛
門
家
と
福
井
藩
関
係
文
書
」、『
福
井
県
文
書
館
研
究

紀
要
』
四
号
）。

（
⓾
）
三
国
家
に
つ
い
て
は
、
長
山
直
治
「
越
前
三
国
与
兵
衛
と
加
賀
藩
財
政
に
つ
い
て
」

（
一
九
九
二
年
、『
金
沢
女
子
高
等
学
校
紀
要
』
九
号
）
参
照
。

（
⓫
）
拙
稿
「
幕
末
維
新
期
の
福
井
藩
と
内
田
家
」（『
内
田
璞
家
文
書
目
録
』、二
〇
一
六
年
、

坂
井
市
教
育
委
員
会
・
み
く
に
龍
翔
館
）。

（
⓬
）
拙
稿
「
福
井
藩
産
物
会
所
の
設
立
と
横
井
小
楠
」（『
横
井
小
楠
研
究
と
変
革
期
思
想

研
究
』、
二
〇
一
一
年
）。

（
⓭
）「
御
国
町
方
」「
御
国
在
方
」（
共
に
松
平
文
庫
、
九
二
七
号
）。

（
⓮
）『
続
片
聾
記
』
中
。

（
⓯
）「
内
田
家
記
録 

二
」（『
三
国
町
史
料
』、
一
九
七
〇
年
、
三
国
町
史
編
纂
委
員
会
）。

（
⓰
）『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
（
一
九
三
九
年
、
景
岳
会
、
二
九
九
号
）。

（
⓱
）「
江
戸
御
量
制
御
入
用
」（
松
平
文
庫
、
八
五
一
号
）。

（
⓲
）「
借
財
書
付
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
５
近
世
三
、二
三
〇
号
）。

（
⓳
）
前
掲
注
16
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
、
一
五
二
号
。

（
⓴
）「
制
産
方
」
を
確
認
し
た
の
は
高
木
不
二
氏
で
あ
る
（「
松
平
春
嶽
受
譴
期
の
越
前
藩
」、

『
日
本
史
研
究
』
四
一
三
号
、
一
九
九
七
）。
氏
は
家
臣
団
の
人
事
記
録
を
丹
念
に
辿
る

こ
と
で
「
制
産
方
」
の
成
立
時
期
や
組
織
の
役
割
を
理
解
し
、
藩
の
殖
産
興
業
策
を
こ

こ
を
基
点
に
展
開
さ
れ
た
。
お
か
げ
で
文
久
期
へ
の
展
望
が
一
気
に
開
け
、
研
究
は
飛

躍
的
に
向
上
し
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
義
は
大
き
く
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
制
産
方

の
発
見
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
で
あ
っ
た
（
高
木
氏
「
福
井
県
文
書
館
資
料
叢

書
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
利
用
価
値
」、『
福
井
藩
士
履
歴
』
３
解
説
、
二
〇
一
五
年
）。

（
㉑
）
長
谷
部
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
幕
末
の
福
井
藩
士
長
谷
部
甚
平
」（『
横
井
小
楠
と
変
革
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期
思
想
』
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
㉒
）
文
久
期
ま
で
の
外
国
交
易
に
関
し
て
は
す
で
に
注
１
・
２
で
紹
介
し
た
三
上
氏
、
高

木
氏
の
著
書
や
論
文
に
詳
し
い
。
筆
者
も
そ
れ
ら
に
学
び
つ
つ
、
一
部
見
解
を
添
え
て

報
告
し
た
（「
幕
末
期
、
福
井
藩
の
他
国
交
易
に
つ
い
て
―
橫
浜
・
長
崎
・
下
関
に
お
け

る
―
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
㉓
）
前
掲
「
内
田
家
記
録 

三
」、
及
び
前
掲
注
11
。

（
㉔
）「
御
勝
手
帳
」
一
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
四
九
、一
九
八
五
年
、史
籍
研
究
会
）。

（
㉕
）
万
延
元
年
「（
側
向
頭
取
）
御
用
日
記
」（
松
平
文
庫
、
七
〇
五
号
）。

（
㉖
）「
三
国
湊
問
丸
日
記
」
一
（
越
前
史
料
、『
小
浜
・
敦
賀
・
三
国
湊
史
料
』
所
収
）。

（
㉗
）
以
下
、
産
物
会
所
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幕
末
期
、
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策

に
つ
い
て
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）。
及
び
前
掲
注
12
参
照
。

（
㉘
）「
山
口
家
譜
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
７
近
世
五
、四
号
）。

（
㉙
）
文
久
元
年
正
月
四
日
付
で
横
井
小
楠
は
国
元
へ
手
紙
を
送
り
、
そ
の
中
で
か
れ
は
、

産
物
会
所
は
「
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
郡
奉
行
・
製
産
方
」
が
協
力
し
て
い
る
と
書
い

て
い
る
（
前
掲
『
横
井
小
楠
遺
稿
』）。
中
心
に
い
た
の
は
長
谷
部
と
三
岡
で
、
と
り
わ

け
長
谷
部
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。

（
㉚
）「
三
国
湊
記
録
（
支
配
人
日
記
）」（『
三
国
町
史
料 

町
内
記
録
』）。

（
㉛
）
高
木
氏
は
前
掲
注
２
の
各
論
考
に
お
い
て
、
由
利
公
正
の
言
う
「
物
産
惣
会
所
」
が

設
立
さ
れ
た
の
は
万
延
元
年
後
半
で
、
そ
れ
は
横
井
小
楠
が
文
久
元
年
一
月
四
日
付
で

国
元
へ
送
っ
た
書
簡
に
見
え
る
藩
内
集
荷
組
織
「
第
一
大
問
屋
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し

た
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
「
民
間
中
心
の
『
産
物
会
所
』
が
設
け
ら
れ
」、
文
久
元
年
二

月
に
札
所
の
荒
木
丞
右
衛
門
宅
が
産
物
会
所
に
指
定
さ
れ
た
の
を
初
め
、
今
立
郡
五
箇

の
紙
会
所
や
府
中
、
敦
賀
、
国
外
の
江
戸
屋
敷
や
大
津
の
藩
蔵
元
矢
嶋
家
な
ど
が
そ
れ

ら
に
当
た
る
と
説
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
は
筆
者
の
理
解
（
注
27
参
照
）

と
は
異
な
る
。
本
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
集
荷
組
織
は
福
井
城
下
に
設
け
ら
れ
た
「
産

物
会
所
」
の
こ
と
で
あ
り
、
領
内
外
の
藩
に
関
わ
る
場
所
は
そ
の
出
先
に
指
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
後
述
の
表
４
に
は
文
久
二
年
の
こ
と
と
し
て
「
諸
産
物
会
所
納
」「
諸
産
物

江
戸
会
所
納
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
が
、こ
れ
ら
の
「
会
所
」
も
同
じ
く
「
産
物
会
所
」

の
出
先
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
㉜
）
前
掲
注
22
中
の
拙
稿
参
照
。

（
㉝
）「
家
譜
」（
越
葵
文
庫
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
）。

（
㉞
）「
三
国
湊
問
丸
日
記
補
遺
」（『
三
国
町
史
料
』
町
内
記
録
）。

（
㉟
）「
小
物
成
諸
運
上
御
免
達
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
近
世
四
下
、
一
三
七
四
号
）。

（
㊱
）
前
掲
注
28
。

（
㊲
）
山
崎
正
薫
編
『
横
井
小
楠
遺
稿
』（
一
九
四
三
年
再
販
、
日
新
書
院
）。

（
㊳
）『
由
利
公
正
伝
』（
三
岡
丈
夫
編
、
一
九
一
六
年
、
光
融
館
）。
周
知
の
よ
う
に
、
幕

末
期
に
お
け
る
由
利
公
正
の
関
係
史
料
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
そ
の
た
め
一
般
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
は
後
の
談
話
を
中
心
に
編
ま
れ
た
と
本
書
と
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』（
由

利
正
通
編
、
一
九
四
〇
年
、
岩
波
書
店
）
の
二
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
か
な
り

間
違
い
や
誇
張
、
そ
れ
に
検
証
困
難
な
記
事
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で

参
考
の
範
囲
に
留
め
た
。

（
㊴
）
前
掲
注
37
。
な
お
、他
に
高
額
の
交
易
利
益
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、制
産
方
頭
取
・

岡
嶋
恒
之
助
が
、
文
久
二
年
五
月
に
下
関
で
長
州
側
の
交
易
責
任
者
中
野
半
左
衛
門
に

対
し
、
六
〇
万
両
く
ら
い
の
諸
産
物
な
ら
買
い
上
げ
ら
れ
る
、
と
語
っ
た
と
い
う
記
録

が
残
る
（
前
掲
注
22
中
の
拙
稿
参
照
）。

（
㊵
）「
文
久
三
年
両
替
封
金
并
売
金
通
用
札
」（
松
平
文
庫
、
八
五
一
号
）。

（
㊶
）「
通
用
銀
札
覚
」（
松
平
文
庫
、
八
五
一
号
）。

（
㊷
）
鈴
木
準
道
「
維
新
前
会
計
上
之
旧
記
之
覚
抜
」（
松
平
文
庫
、
八
五
一
号
）。

（
㊸
）『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
近
世
四
下
、
一
三
八
五
号
。

（
㊹
）
同
、
一
三
八
六
号
。

（
㊺
）「
諸
入
用
ニ
付
心
付
覚
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
５
近
世
三
、二
四
一
号
）。

（
㊻
）「
御
勝
手
帳
」
三
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
五
一
、一
九
八
五
年
、史
籍
研
究
会
）。
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幕
末
期
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
と
財
政
に
つ
い
て

結
果
は
不
許
可
で
あ
っ
た
。

（
㊼
）『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
近
世
四
下
、
一
四
一
二
・
一
四
一
三
号
。

（
㊽
）「
新
番
格
以
下
」（
松
平
文
庫
、
九
二
六
号
）。

（
㊾
）「
文
久
三
年
亥
十
一
月
依
御
奉
行
中
之
仰
家
法
相
定
候
節
之
記
」（
内
田
璞
家
文
書
）、

及
び
前
掲
注
11
。

（
㊿
）「
慶
応
元
年
十
一
月
「
越
州
様
調
達
金
一
巻
」（
三
井
文
庫
）。

（
�
）
以
下
、
薩
摩
と
の
交
易
の
詳
細
は
高
木
氏
の
研
究
（
前
掲
注
２
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
前
史
と
し
て
、
氏
が
産
物
会
所
元
締
三
好
助
右
衛
門
の
略
伝
を
引
い
て
、
福
井
藩

と
薩
摩
藩
と
の
交
易
は
元
治
元
年
に
薩
摩
藩
船
が
三
国
湊
に
入
っ
て
交
易
を
始
め
た
と

す
る
件
に
つ
い
て
は
、
引
用
記
事
が
慶
応
二
年
に
薩
摩
藩
汾
陽
氏
が
来
福
し
た
と
き
の

話
で
あ
り
、
他
の
諸
資
料
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
な
い
（
前
掲
『
日
本
近
世
社
会
と
明
治

維
新
』
一
四
三
ペ
ー
ジ
）。

（
�
）『
続
再
夢
記
事
』
四
。

（
�
）「
薩
摩
藩
中
御
泊
記
」（
越
前
史
料
、
国
文
学
研
究
資
料
館
）。

（
�
）
高
木
氏
は
他
国
会
所
に
つ
い
て
、
こ
の
時
点
で
は
「
長
崎
と
金
沢
『
順
好
堂
』
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
が
、
前
掲
注
51
で
触
れ
た
こ
と
と
共
通
し
、

こ
の
判
断
は
無
理
と
思
わ
れ
る（
前
掲『
日
本
近
世
社
会
と
明
治
維
新
』一
八
九
ペ
ー
ジ
）。

な
お
「
金
沢
順
好
堂
」
も
具
体
的
に
は
何
ら
わ
か
っ
て
い
な
い
。

（
�
）「
内
田
家
記
録 

四
」（
前
掲
注
15
『
三
国
町
史
料
』）。

（
�
）「
総
会
所
設
立
ニ
付
達
」（『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
近
世
四
下
、
一
四
四
三
号
）。

（
�
）
薩
摩
藩
と
の
交
易
関
係
が
い
つ
途
絶
え
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
高
木
氏
は
、
薩

摩
藩
が
進
め
た
イ
ギ
リ
ス
商
社
と
の
取
引
が
不
調
に
な
り
、
慶
応
三
年
に
入
る
と
薩
越

交
易
も
途
絶
え
た
と
す
る
（
前
掲
注
54
の
引
用
書
同
ペ
ー
ジ
）。
も
っ
と
も
、
慶
応
三
年

八
月
一
日
、
同
藩
野
村
惣
七
（
盛
秀
）
が
京
の
福
井
藩
邸
へ
中
根
雪
江
を
訪
ね
て
来
て
、

加
藤
藤
左
衛
門
宛
の
手
紙
を
渡
し
て
お
り
、
こ
の
頃
ま
で
は
何
ら
か
の
交
易
関
係
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
（『
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記
』、
本
多
修
理
著
、
谷
口
初
意
校
訂
、

一
九
七
四
年
、
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
）。

（
�
）「
会
計
之
部
」（
松
平
文
庫
、
八
四
七
号
）。

（
�
）「
御
量
制
御
積
書
」
の
内
よ
り
（
松
平
文
庫
「
会
計
之
部
」、
八
四
七
号
）。

（
�
）「
御
内
用
」
制
度
は
早
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
。
領
内
町
在
か
ら
「
御
内
用
達
」

十
数
人
が
任
じ
ら
れ
、
幕
末
に
は
「
御
内
用
達
助
役
」
も
設
け
ら
れ
た
。
か
れ
ら
は
藩

の
特
別
資
金
貸
出
し
を
担
当
す
る
「
御
趣
意
方
」
や
札
所
に
付
属
し
、
資
金
の
保
証
や

調
達
金
を
請
け
負
わ
さ
れ
た
。「
御
趣
意
方
」
は
安
政
五
年
八
月
五
日
に
停
止
さ
れ
た
が
、

「
御
内
用
達
役
」
は
残
っ
た
。
慶
応
三
年
五
月
六
日
に
は
他
国
会
所
元
締
山
田
又
左
衛
門

が
「
御
内
用
達
肝
煎
」
と
な
っ
て
い
る
（「
福
井
城
下
扶
持
人
姓
名
書
上
」、『
福
井
市
史
』

資
料
編
７
近
世
五
町
方
、
二
号
）。

（
�
）「
御
有
金
銀
」（
前
掲
注
58
）。

（
�
）「
卯
大
晦
日
両
御
金
方
御
有
金
銀
御
達
書
」（
同
）。

（
�
）「
慶
応
四
辰
年 

御
内
用
金
銀
量
制
便
覧
」（
同
）。

（
�
）
前
掲
注
58
。

（
�
）
表
９
の
引
用
資
料
末
尾
の
記
載
に
よ
る
。


